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人が輝き　まちが輝き　明日に輝く　やまつり町
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【Health information】（p6~7)

カミング 30ポスターコンクール
入賞者６名に表彰状及び記念品を贈呈

【行政NAVI】（p4~5)

台風 19号被災支援関連記事

【地域おこし協力隊活動日誌VOL.27】（p14~15)

Main presenter 福山隊員

【中学生日誌VOL.7】（p17)

矢祭中学校３年 本田彩粋さん・保住優希さん
【矢祭人　まちのかがやく人・頑張る人VOL.68】（p19)

棚倉警察署矢祭駐在所 稲川隆幸さん

【巻頭記事】(p2~3)

ふくしま駅伝矢祭町チーム結果

【青少年の主張矢祭町大会（小学生の部最優秀賞）】（p8~9)

矢祭小学校6年　本田将大くん
【Pick up topics】（p12)

やまつり元気祭２０１９開催

ne team
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　全体練習前からのケガの影響も

あり、十分な練習ができていな

かったため、昨年のタイムより落

ちてしまい、納得のいく走りがで

きなかったことが悔しいです。来

年は、ケガ等にも気をつけながら

悔いの残らない走りができるよう

に頑張りたいと思います。

　スタートから練習より速く走っ

てしまったので、いつものペース

が乱れ、残り１kmがとても辛く

なってしまい、襷をつなぐことが

できませんでした。来年は、もっ

とペースを意識して、次の区間に

しっかりと襷をつなぐことを目標

にしたいです。

▶Player's  Interview◀

　練習はしっかり積めていました

が、体調を崩してしまい調整に失

敗したため、思うような結果を出

すことができませんでした。チー

ムとしては良い序盤だったので、

自分の区間で落としてしまったと

反省しています。来年は、しっか

りと調整して臨みたいです。
第 6区【8.3km】
鈴木貴史

　個人としては、最後まであきら

めずに走れましたが、納得のいく

結果とはなりませんでした。来年

に向けて今から計画的に体づくり

に励みたいと思います。チームと

しては、よくまとまっていて、一

人一人が全力を出し切れたのでは

ないかと感じています。
第 13区【4.6km】
金子一則

第 15区【3.4km】
塚田結稀

第 7区【5.4km】
鈴木勇史郎

区　間 選　手　名 区　間 選　手　名 区　間 選　手　名 区　間 選　手　名

１区 檜山侑那（学法石川高校１年） ５区 鈴木悠斗（修明高校１年） ９区 森本紗々加（矢祭中１年） １３区 金子一則（東海村立東海病院）
鈴木修宏（白河消防本部）

２区 本多悠夢（日大東北高校１年） ６区 鈴木貴史（さいたま市消防局） １０区 鈴木　薫（矢祭町役場）
菊池　孝裕（SMC㈱） １４区 金澤凌真（光南高校２年）

３区 緑川侑真（矢祭中２年） ７区 鈴木勇史郎（矢祭中２年） １１区 篠田日向（石川義塾中１年） １５区 塚田結稀（矢祭中２年）

４区 菊池竜馬（国士舘大学１年） ８区 本多涼介（矢祭中１年） １２区 藤井丈一郎（藤井工業） １６区 菊池拓哉（国際福祉大学校３年）

＊選手名下段については補欠選手名を掲載

ふくしま駅伝矢祭町チーム
【総合40位　町の部18位】Total  Time　５：５４’ ０２’’

★GOOL

第 31回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

★START
第 1区　【4.0km】

（しらかわカタールスポーツパーク陸上競技場～
サンフレッシュ白河・大沼体育館前）

第 3 区　【5.8km】
（泉崎さつき公園前～
矢吹町役場内）

第 4区　【7.3km】
（矢吹町役場内～
鳥見山陸上競技場内）

第 5区　【6.4km】
（鳥見山陸上競技場内～

須賀川市役所内）

第２区　【8.2km】
（サンフレッシュ白河・大沼体育館前～

泉崎さつき公園前）

第８区　【4.1km】
（郡山総合体育館前～
郡山北工業高校内）

第９区　【3.0km】
（郡山北工業高校内～

平成記念郡山こどものもり公園入口前）

第１１区　【3.9km】
（㈱白岩屋商店前～
㈱イイジマ前）

第１２区　【7.0km】
（㈱イイジマ前～
二本松市役所内）

第１６区　【8.4km】
（松陵中学校前～
福島県庁前）
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台風19号により被災された方へ

住宅の
被害程度 全壊世帯 解体世帯 長期避難

世帯
大規模半壊
世帯

支給額 100万円 100万円 100万円 50万円

①基礎支援金（住宅の被害程度に応じて支給）

住宅の
再建方法 建設・購入 補修 賃借

（公営住宅以外）

支給額 100万円 100万円 50万円

②加算支援金（住宅の再建方法に応じて支給）

＊世帯人数が１人の場合は、４分の３の額となります。

＊世帯人数が１人の場合は、４分の３の額となります。

【
対
象
世
帯
】

　

①
全
壊
世
帯
▼
「
全
壊
」
の
罹
災
証

　
　
　

明
を
受
け
た
世
帯

　

②
解
体
世
帯
▼
「
半
壊
」
又
は
「
大

　
　
　

規
模
半
壊
」
の
罹
災
証
明
を
受

　
　
　

け
、
あ
る
い
は
住
宅
の
敷
地
に

　
　
　

被
害
が
生
じ
、
そ
の
住
宅
を
や

　
　
　

む
を
得
ず
解
体
し
た
世
帯

　

③
長
期
避
難
世
帯
▼
災
害
に
よ
る
危

　
　
　

険
な
状
態
が
継
続
し
、
住
宅
に

　
　
　

居
住
不
能
な
状
態
が
長
期
間
継

　
　
　

続
し
て
い
る
世
帯

　

④
大
規
模
半
壊
世
帯
▼
「
大
規
模
半

　
　
　

壊
」
の
罹
災
証
明
を
受
け
た
世

　
　
　

帯

【
申
請
時
の
添
付
書
類
】

①
基
礎
支
援
金
▼
罹
災
証
明
書
、
住

　
　
　

民
票
謄
本
（
世
帯
全
員
）
原
本
、

　
　
　

預
金
通
帳
の
写
し

　
　

※
矢
祭
町
に
住
民
票
が
な
い
場
合

　
　
　

公
共
料
金
の
明
細
書
、
携
帯
電

　
　
　

話
等
の
請
求
書
等
、
被
災
時
に

　
　
　

居
住
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
で

　
　
　

き
る
書
類
（
住
所
が
町
外
で
も

　
　
　

住
民
票
の
添
付
は
必
須
）

　
　

※
預
金
通
帳
は
世
帯
主
名
義
の
普

　
　
　

通
預
金
通
帳

　

②
加
算
支
援
金
▼
契
約
書
等
の
書
類

　
　

※
補
修
等
で
契
約
書
が
な
い
場
合

　
　
　

は
、
見
積
書
、
工
事
の
写
真
や

　
　
　

領
収
書
等

【
申
請
期
限
】

　

基
礎
支
援
金
▼
令
和
２
年
10
月
11
日

　

加
算
支
援
金
▼
令
和
４
年
10
月
11
日

【
支
給
額
】

【
申
請
窓
口
】

　

町
民
福
祉
課
町
民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐

　

４
５
７
４

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
を
支
給
し
ま
す

  町では、令和元年度台風１９号により､ 著しい被
害を受けた商店等に対し､ 台風で損壊した箇所の
補修に要する費用の一部を補助します。
【補助の対象となる店舗】
   ① 令和元年度台風１９号で被害があり、罹災証
　　 明を受けた店舗
   ② 引き続き矢祭町に住所を有する者が営んでい
　　 る店舗
　　 ※ 物置・蔵・塀など、営業をしていない建物
　　　 は対象となりません｡
　　 ※ 一部損壊（準半壊）以上の被災のみが対
　　　 象となります。
【補助の対象者（すべてに該当している者）】
　① 補助の対象となる店舗の代表者、または、所
　　 有している者
　 ② 店舗の代表者、または、所有している者が地
　　  方税を滞納していないこと

【補助の対象となる経費】
　令和元年度台風１９号で損壊した箇所の補修に要
　する経費が１０万円以上の場合に限り対象
【補助金の額】
　補助の対象となる経費の50％（限度額２０万円､
　千円未満の端数切り捨て）
【補助金の申請】
　補助金交付申請書に添付書類を添えて申請して
　ください｡
　◎添付書類
　① 補修内容のわかる見積書､ 又は領収書の写し 
　② 罹災証明書の写し
※ 既に補修済の店舗でも、領収書・写真等があ
　　 れば申請できます。
【申請の期限】
　令和２年１月３１日（金）
【問い合わせ】
　事業課産業グループ☎０２４７‐４６‐４５７６

台風１９号災害被災  商店等 再建支援事業

　

町
で
は
、
令
和
元
年
度
台
風
19

号
に
よ
り
、
生
活
基
盤
で
あ
る
住

宅
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
方
に

対
し
、
台
風
で
損
壊
し
た
箇
所
の

補
修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
詳
細
は
、
左
記
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
住
宅
】

　

①
令
和
元
年
度
台
風
19
号
で
被

　
　

害
の
あ
り
、
罹
災
証
明
を
受

　
　

け
た
住
宅

　

②
矢
祭
町
に
住
所
を
有
す
る
者

　
　

が
居
住
し
て
い
る
住
宅

※
物
置
・
蔵
・
塀
な
ど
、
人
が

　
　

住
ん
で
い
な
い
建
物
は
対
象

　
　

と
な
り
ま
せ
ん
。

※
一
部
損
壊
（
準
半
壊
）
以
上
の

　
　

被
災
の
み
が
対
象
と
な
り
ま

　
　

す
。

【
対
象
者
（
す
べ
て
に
該
当
）】

　

①
補
助
対
象
と
な
る
住
宅
で
居

　
　

住
し
て
い
る
世
帯
の
代
表
者
、

　
　

ま
た
は
、
所
有
し
て
い
る
者

　

②
世
帯
の
全
員
が
地
方
税
を
滞

　
　

納
し
て
い
な
い
こ
と

【
対
象
と
な
る
経
費
】

　

令
和
元
年
度
台
風
19
号
で
損
壊

　

し
た
箇
所
の
補
修
に
要
す
る
経

　

費
が
10
万
円
以
上
の
場
合
に
限

　

り
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　

補
助
対
象
と
な
る
経
費
の
50
％

　
（
限
度
額
20
万
円
、
千
円
未
満
の

　

端
数
切
り
捨
て
）

【
補
助
金
の
申
請
】

　

補
助
金
交
付
申
請
書
に
添
付
書

　

類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ

　
い
。

◎
添
付
書
類

　

①
補
修
内
容
の
わ
か
る
見
積
書
、

　
　

ま
た
は
領
収
書
の
写
し

　

②
罹
災
証
明
書
の
写
し

※
既
に
補
修
済
の
住
宅
で
あ
っ
て

　
　

も
、
領
収
書
・
写
真
等
が
あ

　
　

れ
ば
申
請
で
き
ま
す
。

【
申
請
の
期
限
】

　

令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

事
業
課
事
業
グ
ル
ー
プ
☎
０
２
４

　
７
‐
４
６
‐
４
５
７
７

台
風
19
号
災
害
被
災

住
宅
再
建
支
援
事
業

被災された皆さまへ心よりお見舞い申し上げます
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カ
ミ
ン
グ
30
と
は
？

矢
祭
中
２
年
生
を
対
象
に

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た

カミング 30ポスターコンクール入賞者
氏　名

最優秀賞 髙信　紫
すみれ

花

優秀賞

佐川　結
ゆ り な

黎菜

深谷　心
ことね

音

増子　朋
ともか

花

片野　亜
あ き

紀

戸部　有
ゆ み こ

美子

町
で
は
、
矢
祭
町
子
ど
も
の
健
康
課

題
で
あ
る
「
小
児
肥
満
対
策
」
の
一

環
と
し
て
カ
ミ
ン
グ
30
運
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
カ
ミ
ン
グ

30
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
矢
祭
中

学
校
２
年
生
を
対
象
に
募
集
し
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
37
作
品
の
中
か
ら
、

最
優
秀
賞
１
名
、
優
秀
賞
５
名
が
決

定
し
、
表
彰
状
及
び
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。（
11
月
18
日
に
表
彰
）

　
『
カ
ミ
ン
グ
30
』
と
は
、
一
口
に

つ
き
30
回
噛
ん
で
か
ら
食
べ
ま
し
ょ

う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

【
効
果
】　

①
肥
満
を
防
ぐ
▼
良
く
噛
む
こ
と
で
、

　

脳
が
刺
激
さ
れ
、
食
べ
過
ぎ
を
防

　

ぎ
ま
す
。

②
胃
腸
の
働
き
を
良
く
す
る
▼
噛
む

　

こ
と
で
消
化
さ
れ
や
す
く
な
り
ま

　

す
。

③
味
覚
の
発
達
▼
噛
む
時
間
が
長
け

　

れ
ば
、
味
を
感
じ
る
時
間
も
長
く

　

な
り
、　

味
が
よ
く
分
か
る
よ
う

　

に
な
り
ま
す
。

④
が
ん
の
予
防
▼
唾
液
に
含
ま
れ
る

　

ペ
ル
オ
キ
シ
タ
ー
ゼ
が
活
性
酸
素

　

を
除
去
し
、が
ん
を
予
防
し
ま
す
。

⑤
言
葉
の
発
音
が
良
く
な
る
▼
口
周

　

り
の
筋
肉
が
働
き
、
は
っ
き
り
話

　

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑥
歯
の
病
気
を
防
ぐ
▼
噛
む
こ
と
で

　

唾
液
が
良
く
出
て
歯
の
汚
れ
を
洗

　

い
流
し
ま
す
。

⑦
脳
が
良
く
働
く
▼
良
く
噛
む
こ
と

　

で
脳
へ
の
血
流
が
増
え
て
、
脳
が

　

良
く
働
き
ま
す
。

Health 
information
健康情報

カ
ミ
ン
グ
30
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
６
名
に
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈

３歳児健診のむし歯なしは14人中 10人でした（希望者のみ掲載）

＊むし歯にならないために、家庭で気をつけていることについてお母さんたちに伺いました。

鈴木大
や ま と

翔くん

お菓子を食べた後に
は、必ず水分もとら
せています。（お茶
や水などで）

鈴木綾
あ や と

人くん

おやつを食べる時間
を毎日決めるように
しています。

小野瀬弘
こ う き

希くん

夜の仕上げみがきを
しっかりとするよう
にしています。

中野柚
ゆ な

奈ちゃん

家ではほとんど、牛
乳と麦茶以外は飲ま
せていません。

鷹部采
こ と は

花ちゃん

甘い物を食べた後に
は、水やお茶を飲む
ようにしています。

鈴木みくちゃん

「食べたら歯みがき」
を合言葉に、むし歯
に絶対ならないよう
気をつけています。

菊池望
みおり

織ちゃん

甘い飲み物をできる
だけ控え、硬いおせ
んべいなどの食べ物
も食べるようにして
います。

木村晴
はる

ちゃん

仕上げみがきをしっ
かりするように心が
けています。

髙橋篤
あ つ と

杜くん

普段、食事やおやつ
と一緒に飲むのは、
水かお茶にしていま
す。

鈴木来
く れ は

波ちゃん

歯みがきの時に必ず
全体を見てむし歯に
なりそうな所はない
かチェックをしてい
ます。

噛むことでポスターの上部に描いた４つの「肥満予
防」「授業に集中できる」「虫歯を防ぐ」「体調不良
になりにくい」という利点を簡単に表してみました。
そして、自分はなりたくない姿をキャラクラ―化し
て、一目見ただけでも「分かりやすい」を表現しま
した。

増子朋
ともか

花さん

噛むことでだ液がたくさん出て、虫歯の原因と
なる菌をやっつけるということをキャラクター
化し、小さい子向けに表現しました。背景は、清
潔な感じにするために、青と白の斜めのストラ
イプにしました。

片野亜
あ き

紀さん
町のみんながしっかり 30回噛んで虫歯にならない
ような絵を描きました。30回しっかり噛んでいる歯
と噛んでいない歯をグラデーションで分けて、みん
なが虫歯になりたくないような絵にしました。これ
を見て虫歯にならないように気をつけてほしいです。

佐川結
ゆ り な

黎菜さん

よく噛むことで、食べ物が細かくなり、だ液が
出て虫歯になりにくくなることを表現しました。
剣や盾は、噛んで細かくなったものの集合体で
出来ていたり、歯と虫歯菌が戦っている様子に
して、小さな子にも理解してもらえるように心
がけました。

深谷心
ことね

音さん

たくさんの人は、矢祭町民のみなさんをイメージし
て描きました。お年寄りから小さい子どもまで、た
くさんの人の目に留まって、虫歯の予防をしてもら
えたら嬉しいです。また、「カミング30」だけでなく、
他の言葉も入れることで、より大切さを強調しまし
た。

戸部有
ゆ み こ

美子さん
「ひみこのはがいーぜ」というよく噛むことの利
点を分かりやすく表すために、誰でも知っている
卑弥呼を描きました。「よく噛むことで何が良い
のか」と疑問を持っている小さい子にも分かりや
すくするために、頭文字「ひみこ」を強調しま
した。楽しく覚えて実践してほしいと思います。

髙信紫
すみれ

花さん
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ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
大
工
さ
ん
に

な
る
こ
と
で
す
。
な
り
た
い
な
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
テ
レ
ビ
で
古

い
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
る
と
い
う
番
組
を
見
た
こ
と

で
す
。
と
て
も
古
い
家
だ
っ
た
の
で

す
が
、
大
工
さ
ん
が
作
り
直
す
と
、

ま
る
で
新
築
の
よ
う
に
き
れ
い
な
家

に
な
り
ま
し
た
。

  

ぼ
く
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
物
を

作
る
の
が
大
好
き
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
を

組
み
立
て
て
好
き
な
も
の
を
作
っ
た

り
、
プ
ラ
モ
デ
ル
な
ど
を
作
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
学
校
で
も
図
工
が

好
き
で
、
図
工
が
あ
る
日
は
、
朝
か

ら
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

　

５
年
生
の
時
に
、
多
色
刷
り
版
画

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
初
め
は
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
い
か
ず
に
、
彫
り
す

ぎ
た
り
、
彫
っ
た
線
が
上
手
に
で
な

か
っ
た
り
し
て
苦
労
し
ま
し
た
。
で

も
、
何
度
も
失
敗
し
て
一
つ
の
作
品

に
仕
上
が
っ
た
と
き
は
、「
で
き
た

ぞ
。」
と
い
う
達
成
感
が
あ
り
ま
し

た
。

　

大
工
さ
ん
は
、
大
き
な
家
を
お
客

さ
ん
の
た
め
に
作
っ
て
い
ま
す
。
誰

か
の
た
め
に
自
分
の
手
で
作
り
上
げ

る
の
は
、
達
成
感
や
喜
び
も
大
き
い

の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

  

９
月
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

職
場
体
験
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ぼ
く
を
ふ
く
め
て
四
人
が
、
古

張
建
設
に
職
場
体
験
に
行
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

出
か
け
る
前
は
、
憧
れ
の
大
工
さ

ん
の
仕
事
を
体
験
で
き
る
こ
と
が
う

れ
し
く
て
、
ど
き
ど
き
し
て
い
ま
し

た
。
間
近
で
仕
事
を
見
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
知
り
た
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

  

古
張
建
設
で
は
、
く
ぎ
打
ち
や
高

い
と
こ
ろ
で
の
作
業
体
験
な
ど
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
く
ぎ
打
ち

は
、
大
工
さ
ん
が
や
る
と
リ
ズ
ム
良

く
ト
ン
、
ト
ン
、
ト
ン
と
打
ち
込
ま

れ
て
い
っ
て
、
と
て
も
簡
単
そ
う
に

見
え
ま
し
た
。

　
「
初
め
少
し
打
ち
込
ん
で
、
後
か

ら
強
く
た
た
く
ん　

だ
よ
。
や
っ
て

ご
ら
ん
。」

　

そ
う
言
わ
れ
て
同
じ
よ
う
に
や
っ

て
み
た
の
で
す
が
、
ぼ
く
の
く
ぎ
は

曲
が
っ
た
り
最
後
ま
で
入
ら
な
か
っ

た
り
し
ま
し
た
。「
あ
ん
な
に
早
く

正
確
に
打
て
る
な
ん
て
す
ご
い
な

あ
。」
と
思
い
ま
し
た
。
少
し
だ
け

高
い
場
所
に
上
っ
て
み
ま
し
た
が
、

ふ
る
え
そ
う
で
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ

で
細
か
い
作
業
は
難
し
い
な
あ
。」

と
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。作
業
場
に
は
、

今
建
て
て
い
る
家
の
設
計
図
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
大
工
さ
ん
は
こ
れ
を
見
れ
ば
、

ど
ん
な
家
が
建
つ
の
か
す
ぐ
に
分
か

る
ん
だ
よ
。」

　

そ
う
言
わ
れ
た
の
で
よ
く
見
て
み

ま
し
た
が
、
線
が
た
く
さ
ん
書
い
て

あ
っ
て
、
ぼ
く
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ぼ
く
は
、「
ど
ん
な
こ
と

を
考
え
な
が
ら
家
を
作
っ
て
い
る
の

で
す
か
。」
と
質
問
し
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
大
工
さ
ん
は
、「
家
を
建

て
て
い
る
お
客
さ
ん
に
、
建
て
て
良

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
家
を
作

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
大
工
に
な
っ
た
ら
や
っ

て
み
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
自
分
の
家
を
建
て
る

こ
と
で
す
。木
の
ぬ
く
も
り
が
あ
る
、

家
族
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
な
家
を
建
て
ら
れ
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。　

　

２
つ
目
は
、
貧
し
く
て
家
を
建
て

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
災
害
で
家
を
無

く
し
て
し
ま
っ
た
り
し
た
人
た
ち
に

家
を
建
て
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
ぼ

く
の
手
で
、
だ
れ
も
が
安
心
・
安
全

に
生
活
で
き
る
家
を
建
て
た
い
で

す
。

  

職
場
体
験
を
通
し
て
、
大
工
さ
ん

へ
の
憧
れ
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
家

の
作
り
方
や
作
業
に
つ
い
て
話
し
て

く
れ
た
大
工
さ
ん
は
、
細
か
い
作
業

や
力
の
い
る
仕
事
ま
で
、
そ
の
動
作

が
体
に
し
み
つ
い
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
そ
し
て
、
仕
事
の
こ
と
を
話
し

て
い
る
大
工
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う

で
、
生
き
生
き
し
て
い
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、「
何
か
を
作
り
出
す
仕
事
は

す
ご
い
。」「
こ
ん
な
仕
事
に
つ
き
た

い
。」
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
の
将

来
の
夢
が
、目
の
前
に
あ
り
ま
し
た
。

  

い
つ
か
ぼ
く
も
、
職
場
体
験
で
出

会
っ
た
大
工
さ
ん
の
よ
う
に
、
だ
れ

か
の
た
め
に
心
を
こ
め
て
、
何
か
を

作
り
出
せ
る
、
そ
ん
な
人
間
に
な
り

た
い
で
す
。

本田　将
ま さ と

大くん
矢祭小学校６年

何
か
を

作
り
出
せ
る
人
に

物
を
作
る
の
が
大
好
き
で
、

図
工
が
あ
る
日
は
わ
く
わ
く
す
る

令和元年度青少年の主張矢祭町大会【小学生の部最優秀賞】

職場体験で出会った大工さんのように
だれかのために心を込めて
何かを作り出せる人間になりたい
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定
住
自
立
圏
と
は
、

地
域
の
中
心
的
な
役
割

を
担
う
自
治
体
（
中
心

市
）
と
中
心
市
と
連
携

す
る
意
思
を
有
す
る
近

隣
自
治
体
が
手
を
取
り

合
っ
て
圏
域
を
形
成

し
、
様
々
な
産
業
、
自

然
環
境
、
歴
史
、
文
化

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
魅
力
を
活
用
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
と

い
っ
た
民
間
の
担
い
手

を
含
め
、
相
互
に
役
割

を
分
担
し
、
連
携
・
協

力
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
住
民
の
い
の

ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
圏
域
全
体
で
必
要
な

生
活
機
能
を
確
保
し
、

地
方
圏
に
お
い
て
人
口

定
住
を
促

進
す
る
施

策
で
す
。

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

償
却
資
産
と
は
、
事
業
を
営
ん
で

い
る
会
社
や
個
人
が
、
そ
の
事
業
の

た
め
に
所
有
し
て
い
る
事
業
用
資
産

（
機
械
、
器
具
、
構
築
物
等
）
を
い

い
ま
す
。事
業
用
資
産
に
は
門
・
フ
ェ

ン
ス
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
・
看
板

な
ど
も
該
当
し
ま
す
。
事
業
を
営
ん

で
い
る
事
業
主
の
方
は
必
ず
償
却
資

産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書　

過
去
に
申
告
し
た
こ
と
が

　

あ
る
方
に
は
、
12
月
中
に
申
告
書

　

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
が
届

　

い
て
い
な
い
方
や
新
た
に
事
業
を

　

始
め
た
事
業
主
の
方
は
、
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

申
告
対
象　

事
業
を
営
ん
で
い
る
全

　

て
の
業
種
の
事
業
主
は
、
申
告
し

　

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
の

　

仕
方
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
担
当

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

資
産
に
異
動
が
な
い
場
合
で
も
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）

早
目
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

自
立
総
務
課
税
務
グ

　

ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
７
２

表１　種類別の例示（資産の一例）

資産の種類 例　　　示

構築物 舗装路面、広告塔、プレハブ式事務所、ビニールハウス、豚舎、鶏舎、牛舎等（家屋評価の対象となっているものは除く）

機械及び装置 電気・化学・建設・印刷機械、加工修理等に使用する機械等

車両及び運搬具 大型特殊自動車、自動車、荷車等（自動車税及び軽自動車税の対象となっているものは除く）

工具器具 机、いす、ロッカー、金庫、応接セット、陳列ケース、キャビネット、レジスター、複写機、厨房用品、看板等

＊耐用年数１年未満の資産、所得価額が１０万円未満の資産で法人税法等の規定により一時に損金算入されるもの（少額償却資産）、取得価額が２０万円未満の資
産で法人税法等の規定により３年間で一括して均等償却するもの（一括償却資産）は固定資産税上償却資産の対象となりません。

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

寄附者（令和元年 10月 25日～ 11月 25日まで）
氏名 住所 年月日

近嵐　藤枝 栃木県日光市 10月25日

小笠　光実 大阪府豊中市 10月25日

本田　勇 福島県矢祭町 10月28日

阪口　佳代 東京都三鷹市 10月28日

菊池　正巳 東京都練馬区 10月28日

関根志津子 東京都豊島区 11月4日

山本　圭人 神奈川県横浜市 11月6日

寺崎　照子 東京都品川区 11月10日

ほっとサロン青葉 神奈川県横浜市 11月11日

栗屋　時子 千葉県松戸市 11月11日

田島つや子 千葉県松戸市 11月11日

岩上　静雄 茨城県筑西市 11月14日

城南信用金庫 東京都品川区 11月23日

文京区
おもてなし食堂 東京都品川区 11月23日

11
月
23
日
（
土
）、
や
ま

つ
り
も
っ
た
い
な
い
市
場
開

設
に
協
力
し
て
い
る
城
南
信

用
金
庫
（
東
京
都
品
川
区
）

の
川
本
恭
治
理
事
長
が
来
庁

し
、
台
風
19
号
被
災
支
援
金

と
し
て
、
職
員
64
人
か
ら
集

ま
っ
た
12
万
１
千
円
を
寄
附

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
の
米
・
野
菜

な
ど
の
寄
贈
を
受
け
、
恵
ま

れ
な
い
方
た
ち
に
暖
か
い
食

事
を
提
供
し
て
い
る
文
京
区

小
石
川
お
も
て
な
し
食
堂
か

ら
こ
れ
ま
で
の
恩
返
し
と
し

て
２
万
円
の
支
援
金
を
預

か
っ
て
き
た
こ
と
も
佐
川
町

長
へ
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら

の
善
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。（
一
部
左
記
参
照
）

＊掲載承諾をいただいた方のみご紹介しています。この他、
72件のご寄付をいただきました。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

中
止
の
お
知
ら
せ

　

７
月
23
日
よ
り
実
施
し

て
お
り
ま
し
た
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
は
、
現
在
ま
で

に
16
行
政
区
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
台
風
19
号
の

影
響
に
よ
り
、
開
催
予
定

で
あ
っ
た
５
行
政
区
の
今

年
度
中
の
実
施
を
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
桃
ノ
木
区
、
石
田

区
、
舘
本
区
、
小
田
川
区
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
山
区
）

　

各
区
長
及
び
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
は
、
日
程
調
整

や
要
望
事
項
等
の
取
り
ま

と
め
、
開
催
場
所
の
準
備

等
ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
の
開
催
等
に
つ
き

ま
し
て
は
再
検
討
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

自
立
総
務

　

課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

　

☎
４
６
‐
４
５
７
９

八
溝
山
定
住
自
立
圏
８
市
町
の
い
ち
お
し
文
化
財

　応永 11年（1404年）
に開山されたのが始ま
りといわれ、領主であっ
た大関氏の菩提寺とし
て庇護されてきました。
中心となる本堂の建設
は、17世紀に遡ると推
測され、大規模な曹洞
宗本堂の様式がよく残
されています。茅葺建造物群からなる大雄寺の主要部は本
堂から廻廊にいたるまで全体が簡明に統一されており、近
世曹洞宗寺院の典型の一つを示しているとされています。
【所在地】　栃木県大田原市黒羽田町450

大
だいおうじ

雄寺(栃木県大田原市)

　明治時代にドイツ公
使や外務大臣を歴任し
た青木周蔵子爵が開設
した農場内に建てられ
た白亜の洋館で、国指
定重要文化財です。
　平成 30年に認定され
た「日本遺産」の構成
文化財にもなっていま
す。
　建物に向かう杉並木は一見の価値あり！
【所在地】　栃木県那須塩原市青木27

旧
きゅうあおきけなすべってい

青木家那須別邸
（栃木県那須塩原市）

　三森家は、伊王野地
区の下平にあります。
ここは、中世以降の関
街道が通っていたとこ
ろで、丘陵を背にして
南向きのやや高台に長
屋門と主屋が建てられ
ています。
　なお、主屋前面には
長屋門があり、いずれ
も国の重要文化財に指定されています。
【所在地】　栃木県那須郡那須町大字伊王野3111-1

三
みもりけじゅうたく

森家住宅
（栃木県那須町）

　国指定史跡で古墳時
代後期の墓です。内部
は一戸の住宅を思わせ
るような構造で、天井
には棟木が表現され、
勾配をもたせるなど、
精巧さでは全国屈指と
いわれています。江戸
時代には水戸光圀公が
見学したとも伝えられ、
周辺にも同時期の横穴墓が 86基確認されています。
【所在地】　栃木県那須郡那珂川町和見2538

唐
からのごしょよこあな

御所横穴
（栃木県那珂川町）

　八槻都々古別神社に伝来する、
天福２年（1234年）作の仏像。
両腕を欠損しており、
部分的な着色も見られます。頭部
から台座まで一木造りなのが特徴
です。台座の裏側には造立に関す
る経緯が記されており、この像は
八溝山の観音堂で 300日に及ぶ
参籠修行を行なった僧成弁によっ
てつくられたもので、その姿は大
和（奈良県）の長谷寺本尊に倣っ
たとされています。
【所在地】　福島県東白川郡棚倉町大字八槻大宮224

木
もくぞうじゅういちめんかんのんぼさつりゅうぞう

造十一面観音菩薩立像
（福島県棚倉町 )

　この公園は、寛政５年（1793年）
に名代官といわれた寺西重次郎が
築造した、日本で初めての庶民公
園といわれています。
　園内の桜が福島県の天然記念物
指定を受けたのは昭和 31年 9月
4日で、公園が町の文化財（史跡）
に指定されたのは、昭和 51年 9
月 21日です。毎年春になると、
見事な桜を咲かせることでも有名
です。
【所在地】　福島県東白川郡塙町大字塙字桜木町204-1

向
むこうがおかこうえん

ヶ岡公園・向ヶ岡公園の桜
（福島県塙町 )

　明治 44年築の木造
校舎。横長の校舎のよ
うに見えますが、渡り
廊下で講堂とつながっ
ており、奥行きがあり
ます。多くの映画、ド
ラマ、CMなどで利活
用されています。県内
では、明治期の校舎は
県指定文化財・旧水海
道小学校本館と旧上岡小学校第１棟の２棟のみです。
【所在地】　茨城県久慈郡大子町大字上岡957-3

旧
きゅううわおかしょうがっこう

上岡小学校
（茨城県大子町）

　中石井に所在する樹
齢約600年、樹高18ｍ、
胸高周囲 6.5mのエド
ヒガンザクラ。福島県・
矢祭町指定天然記念物、
福島県緑の文化財とし
て登録されている。四
方に大きく広がる笠状
の枝振りは雄大であり、
県内では最も早く花を
つける。４月初旬の花見の季節には多くの見物客で賑わう。
【所在地】　福島県東白川郡矢祭町大字中石井字戸津辺

戸
と つ べ

津辺のサクラ
（福島県矢祭町）
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pickup
topics

　

令
和
元
年
11
月
３
日
（
日
）、

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
駐
車
場
、
ス
イ

ン
ピ
ア
矢
祭
駐
車
場
を
会
場
に

「
や
ま
つ
り
元
気
祭
２
０
１
９
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
８
回
目
と
な
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
東
日
本
大
震
災

以
降
、
低
迷
し
て
い
る
矢
祭
町

の
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
、
町

内
一
丸
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
よ
り
、
農
商
工
の
連
携

や
町
特
産
品
の
再
発
見
に
よ
る

町
の
さ
ら
な
る
活
発
化
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
台
風

19
号
の
被
災
か
ら
元
気
を
取
り

戻
す
た
め
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
新
米
配
布
、
大
声
コ

ン
テ
ス
ト
、
元
気
大
綱
引
き
戦

な
ど
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
催
さ
れ
、
昨
年
の
１
・
１
６

倍
と
な
る
延
べ
約
８
，
８
８
０

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

や
ま
つ
り
元
気
祭
２
０
１
９
開
催

yam
atsuri  genki  festival  2019

１．やまつり元気祭 2019 のラストを飾ったメインステージ（ユーパル矢祭駐車場）での投げ餅／２．大抽選会で１等
の加湿器が当たった男の子／３．特設ステージ（スインピア矢祭北側駐車場）で行われた元気大綱引き戦／４．わくわ
くステージ（スインピア矢祭駐車場）で行われた新米配布／５．メインステージを盛り上げた「芋洗い熊係長」のお笑
いステージ／６．わくわくステージで行われたキンキン・シュワシュワ早食い・早飲み選手権

２

４

６

1

3

5

台
風
19
号
の
被
害
に
負
け
ず
、
た
く
さ
ん
の
元
気
を
町
内
へ
発
信

令
和
２
年
度
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
新
規
入
園
児
募
集

■定員　
　【保育部】　　　７０名
　　　　　　　　（生後６か月以降～令和２年度中に満 3歳に達する乳幼児）
　【幼児教育部】　年少児７０名・年中児７０名・年長児７０名
　　　　　　　　（令和２年度中に満４～６歳に達する幼児）　　　　　　　
■募集期間
　令和元年１２月２日（月）～令和元年１２月１３日（金）
■入園基準
　【保育部】　町内に住所を有し、両親ともに次のいずれかの条件に当てはまる乳幼
　　　　　　児（０歳児（6か月以上児）は、粉ミルクが飲めることが条件となり
　　　　　　ます。）
　　①保護者の就労▶保護者が就労（家庭内就労を含む）のため、家庭での保育が
　　　　　　　　　　できない場合
　　②出産・病気等▶保護者が、出産・病気・負傷・心身に障がいがある等の理由
　　　　　　　　　　で家庭での保育ができない場合
　　③病人の看護等▶保護者が親族の看護・介護等にあたっているため、家庭での
　　　　　　　　　　保育ができない場合
　　④家庭の災害▶火災・風水害・地震などの災害により、家屋を消失・破損した
　　　　　　　　　ため、その復旧の間、家庭での保育ができない場合（最長３か
　　　　　　　　　月）
　　⑤求職中▶現在求職中であるため、家庭での保育ができない場合（最長３か月）
　【幼児教育部】　町内に住所を有し、令和２年度中に満４～６歳に達する幼児
■申込み
　【申込用紙】　矢祭町役場・やまつりこども園で交付します。
　　　　　　　（矢祭町ホームページからもダウンロードできます）
　　　　　　　※入園申込書類は入園乳幼児１名につき１部を作成してください。
　　　　　　　　（各種証明書除く）入園資格があるかどうかを判定するものです
　　　　　　　　ので、正確に記入してください。
　【申込方法】　申込用紙に必要事項を記入して、やまつりこども園に提出してくだ
　　　　　　　さい。（既に幼児教育部に在園しているお子さんの申し込みは不要）
■入園決定
　入園の決定は、申込者全員を対象に面接を行い１月中には決定します。また、保
　育料は「矢祭町子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額に関する条例
　施行規則」に基づき決定します。
■問い合わせ
　やまつりこども園　☎５７-６５００
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地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.27

PROFILE
福山正真【ふくやましょうま】
21歳。山口県山陽小野田市出身。
趣味はYOSAKOI、旅、献血。主
な活動は「ゆず畑」

協力隊員が運営している
Facebook では、隊員の
活動等をさらに詳しく見
ることができます。▶▶

まちの駅やまつりのス
タッフが地域情報などを
発信している。まちの駅
やまつりのＨＰ。 ▶▶

　まちの駅やまつり駅長です。

　ご案内している通り、毎月なにかしらのイベ

ントを開催しています。11月にはクリスマス

リース作り体験を開催し、参加者の皆さんにま

ちの駅をクリスマス仕様に飾ってもらいまし

た。楽しい空間が出来上がりましたよ。是非見

に来て下さい。

　今月は、その空間でのクリスマスパーティー

とお正月を迎えるためのお掃除道具、箒をコキ

ア（別目ホウキソウ）で作っちゃおう、という

2本立てのイベントを予定しています。大勢の

皆さんにご参加願えれば幸いです。

◀ 11 月 30 日（土）に開催された「ク
リスマスリースワークショップ &ま
ちの駅やまつりクリスマス飾りつけ
会」に参加したみなさん

PROFILE
青樹雅実【あおきまさみ】
58歳。神奈川県小田原市出身。
趣味は山菜を探すこと。主な
活動は「やまつりまち・ひと・
みらいづくり協議会事務局、特
産品開発」

「買ってくっぺ便」NEWS

矢祭町の宅配サービス「買ってくっぺ便」

　矢祭町民の買い物応援と地元商店の活性化を目指す
『町民のための町民による手づくりサービス』です。
【利用方法】
　①まちの駅に電話をして無料会員登録をする
　②カタログや電話相談で商品を選ぶ
　③電話（まちの駅：午前 9時～午後 4時）・FAX・メー
　　ルで注文する
　④商品を受け取る（平日 9時～ 11 時までのご注文は
　　14 時～ 16 時にお届け。17 時までは、まちの駅で
　　の受け取りも可能）
【問い合わせ】
　まちの駅やまつり
　☎：0247-57-5659　
　FAX：0247-57-5660
　mail：kattekuppe@yahoo.co.jp

まちの駅で「買ってくっぺ便」の受付などを担当してい
る佐川です。今月のオススメは、久慈川の『やな』で獲
れた鮎を使った南蛮漬けです。山のごちそう本舗さんに
調理していただき、骨まで食べられる美味しいおかずが
出来上がりました。ぜひ、ご注文ください。

p

PROFILE
大和田達也【おおわだたつや】
25歳。福島県富岡町出身。
前職は大学生。趣味は犬の散
歩をすること。

PROFILE
大塚直樹【おおつかなおき】
27歳。福島県いわき市出身。
前職は原発作業員。趣味はパ
ソコン、料理、買い物、読書。

　地域おこし協力隊の
大塚、大和田です。
　私たちは、金澤美浩
さんや大樹さんをはじ
めとする『矢祭園芸』
の皆さんにお世話にな
りながら、新種のラズ
ベリー作りを学んでい
ます。
　具体的には、ラズベ
リー畑の除草作業や枝
を支える支柱の設置、
枝の剪定作業、ハウス

移設のための鉄骨の掘
り起こし、ラズベリー
の収穫などに取り組ん
でいます。
　また、SNS を活用し
た情報発信や各種イベ
ントへの参加といった
活動も行っています。
　今後も、活動内容等
をご報告させていただ
きますので、町民の皆
さんよろしくお願いし
ます。

◀ 11 月 21
日開催の「コ
ラッセふくし
ま」での販売
会。矢祭ゆず
など県南地区
の魅力を発信
しました。

　

こ
ん
に
ち
は
、
協
力
隊
福

山
で
す
。

11
月
３
日
の
や
ま
つ
り
元

気
祭
に
『
や
ま
つ
り
ま
ち
・

ひ
と
・
み
ら
い
づ
く
り
協
議

会
』
と
し
て
ユ
ズ
サ
ワ
ー
と

ユ
ズ
サ
イ
ダ
ー
を
出
店
し
ま

し
た
。
昨
年
は
、
神
奈
川
県

川
崎
市
で
行
わ
れ
て
い
る
川

崎
市
民
祭
り
へ
の
販
売
会
に

参
加
し
て
い
た
の
で
、
一
年

ぶ
り
の
参
加
で
し
た
。

　

ユ
ズ
サ
ワ
ー
と
ユ
ズ
サ
イ

ダ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
で
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
の

朝
は
と
て
も
寒
く
、
来
場
者

も
ま
ば
ら
だ
っ
た
の
で
売
れ

る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
。

し
か
し
、
お
昼
ご
ろ
か
ら
暖

か
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
で
一

番
多
く
販
売
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
に
は
茗
荷
地

区
で
黄
柚
子
の
収
穫
も
始
ま

り
、
元
気
祭
で
も
や
ま
つ
り

南
ユ
ズ
生
産
組
合
と
し
て
生

果
の
販
売
を
行
い
、
完
売
に

至
り
ま
し
た
。

　

今
年
収
穫
し
た
柚
子
は
、

去
年
同
様
ユ
ズ
の
乾
燥
パ
ウ

ダ
ー
や
果
汁
の
搾
汁
な
ど
通

常
の
出
荷
以
外
に
も
特
産
品

開
発
な
ど
に
活
用
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
何
か
良
い
ア

イ
デ
ィ
ア
を
お
持
ち
の
方
が

い
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
け

る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

11
月
21
日
に
は
、
コ
ラ
ッ

セ
福
島
で
開
催
さ
れ
た
「
あ

ぶ
く
ま
フ
ェ
ア
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
当
日
は
自
分
の

作
っ
た
ユ
ズ
の
他
に
、
矢
祭

産
の
野
菜
や
加
工
品
な
ど
を

販
売
し
ま
し
た
。
こ
の
販
売

会
は
２
回
目
で
し
た
が
、
一

緒
に
出
店
し
て
い
る
方
や
来

場
者
と
意
見
交
換
が
で
き
る

場
な
の
で
、
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
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図 書 館 だ よ り
library Information

年末年始の休館について

　１２月２９日（日）から令和２
年１月３日（金）まで、年末年始
のため休館となります。
　新年は、１月４日（土）午前９
時３０分より開館いたします。
　本年も図書館をご利用いただ
き、誠にありがとうございました。

【１月のイベント】
「あかちゃんおはなし会」
開催場所▶矢祭もったいない図書館
開催日▶１月９日（木）
開催時間▶午前 10時～正午
内容▶３歳までの乳幼児親子とお
　　　なかに赤ちゃんがいるお母
　　　さんのためのおはなし会で
　　　す。

ＰＩＣＫ　ＵＰ
「やまつりえほんフェスタ」（ユーパル矢祭２階多目的ホール）
　12月 14日（土）
　　 13：30～ 14：00　第 11回手づくり絵本コンクール表彰状授与式
　　 14：00～ 14：30　第 11回記念トーク
　　 14：40～ 15：30　手づくり絵本コンサート
▶第11回手づくり絵本コンクールの表彰式と、手づくり絵本コンサート、記念トークと、先生

　　 方のサイン会を開催。 「手づくり絵本コンサート」では、各部門上位３作品と、特別賞の作品
　　 を、大型スクリーンで見ることができます。

【今月の休館日】
毎週月曜日

矢祭中３年生が想いの丈
た け

を綴ります
このコーナーでは、毎週月曜日の矢祭中学校全校朝会で３年生を対象に行われている、生徒発表
（生徒が伝えたいこと、その時に感じていること）の一部をご紹介します。（原文のまま掲載）

中学生
日誌Vol.7

Yuki Hozumi

保住　優希
PROFILE
【ほずみゆうき】
３年２組。陸上部。好きな
教科は体育・英語。３年２
組が大好き。

「
最
後
の
並
木
丘
祭
を
終
え
て
」

　

私
は
、
三
年
生
の
並
木
丘
祭
で
、
特
に

心
に
残
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
総
合
発
表
で
す
。
三
年
生

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
実
際
に
行
き
、
体

験
し
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。
私
た
ち
の
班
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
自
然
と
文
化
」
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。
見
や
す
い
ポ
ス
タ
ー
や
分
か
り
や

す
い
原
稿
を
考
え
る
こ
と
は
思
っ
た
以
上

に
大
変
で
し
た
が
、
並
木
丘
祭
当
日
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
魅
力
や
学
ん
だ
こ

と
を
見
て
い
る
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
た
ち
の
発

表
を
聞
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
興
味
を

も
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

私
達
３
年
２
組
は
、「
信
じ
る
」
と
い
う

曲
を
歌
い
ま
し
た
。こ
の
曲
は
、男
子
パ
ー

ト
、
女
子
パ
ー
ト
の
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト

の
３
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
歌
う
曲

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
ご
と
に
音
程
や

歌
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
違
う
た
め
、
私
た
ち

に
と
っ
て
は
難
易
度
が
高
い
曲
で
し
た
。

　

で
す
が
、
練
習
に
な
る
と
男
子
は
音
程

が
難
し
い
と
こ
ろ
を
何
回
も
練
習
し
た
り

女
子
は
少
な
い
人
数
で
も
大
き
な
声
が
出

せ
る
よ
う
に
意
識
し
て
練
習
に
取
り
組
ん

だ
り
し
て
、
一
人
一
人
が
並
木
丘
祭
に
向

け
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
並
木

丘
祭
当
日
は
、
最
高
の
歌
声
を
体
育
館
に

響
か
せ
る
こ
と
が
で
き
、
最
優
秀
賞
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３
年
２
組
の
心

が
一
つ
に
な
り
、
今
ま
で
に
な
い
力
を
出

す
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、学
級
旗
、指
揮
者
、伴
奏
者
、ス
ピ
ー

チ
で
も
賞
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
か
ら
、
改
め
て
ク
ラ
ス
の
団

結
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

好
き
な
こ
の
ク
ラ
ス
と
い
ら
れ
る
の
も
あ

と
半
年
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
辛
い
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
３
年
２
組

の
み
ん
な
と
支
え
合
い
な
が
ら
、
一
日
一

日
を
大
切
に
し
て
生
活
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
並
木
丘
杯
に
参
加
し
て
」

　

僕
は
、
10
月
11
日
に
行
わ
れ
た
、

並
木
丘
杯
に
参
加
し
ま
し
た
。
僕
が

並
木
丘
杯
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と

を
話
し
ま
す
。

　

僕
は
、
並
木
丘
杯
当
日
に
、
と
て

も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
理
由
は
、

こ
の
並
木
丘
杯
で
し
か
３
年
２
組
と

直
接
戦
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

並
木
丘
杯
で
は
２
組
に
絶
対
に
勝
ち

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

結
果
は
、
３
年
１
組
が
優
勝
し
ま

し
た
。
僕
は
最
後
の
リ
レ
ー
を
通
し

て
、
今
ま
で
以
上
に
ク
ラ
ス
の
絆
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
リ
レ
ー
は
外
で
や
り

た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、

生
憎
の
雨
で
、
体
育
館
の
中
で
や
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
当

日
は
、
最
後
の
並
木
丘
杯
を
思
い
っ

き
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
大
縄
跳
び
は
４
回
差
で

２
組
に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

他
種
目
は
勝
利
し
３
年
１
組
の
力
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
た
の
で
悔
い
は

な
い
で
す
。　

ま
た
、
並
木
丘
杯
で

深
め
た
絆
を
、
合
唱
で
も
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
振

り
返
っ
て
い
ま
す
。

　

１
、２
年
生
の
皆
さ
ん
も
、
こ
れ

か
ら
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
お

互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

Aiki Honda

本田　彩粋
PROFILE
【ほんだあいき】
３年１組。陸上部。好きな教
科は体育・保健。受験勉強（英
語）とバスケを頑張っている。

【問い合わせ】
矢祭もったいない図書館　☎ 46-4646　FAX：57-7500

【12月のイベント】

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

滝
川
に
紅
葉
恋
す
人
の
道

湯
煙
に
浮
ぶ
林
檎
に
頬
寄
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

梅
も
ど
き
納
屋
に
戦
時
の
色
残
す

初
時
雨
流
る
る
刻
を
は
ば
み
た
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

帰
り
花
お
と
こ
ひ
そ
か
に
匂
い
嗅
ぐ

か
か
わ
り
の
世
事
も
遠
の
き
冬
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

冬
来
る
祖
父
の
癖
字
の
大
福
帳

三
面
鏡
わ
た
し
三
人
帰
り
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

【第 10 回手づくり絵本コンクール入賞作品一覧】

一般の部　最優秀賞
「さぶとかた目のおおかみ」

武
たけだみつひろ

田光弘さん

雪崩に巻き込まれ
てしまった猟師の
サブ。気を失い、
片目にケガをして
いたオオカミの子
どもを連れて帰り
ますが、やがて悲

しい別れが…。オオカミと人間との物
語が、版画で描かれている１冊です。

作者が道
を歩いて
いて、偶
然耳に聞
こえてき

た小さい女の子の、「かげさん、ま
ってー！！」という言葉から作ら
れました。細やかな切り絵による
描写が美しい絵本です。

一般の部　最優秀賞
「まって　まって」

伊
いとう か ず み

藤和美さん

４歳の灯さんが
さまざまな技法
を凝らして挑戦
した水彩画。豊
かな自然や地域
の人たちとの関
わりの中で、伸

びやかに幸せに育っていってほし
いという思いが表現されています。

家族の部　最優秀賞
「みんなだいすき」

柴
しば

茜
あかね

さん・灯
ともる

さん
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世界一周をしてみたいです。

大統領になることです！

釣りをすることです。特に海釣りに出かけることが
多いです。

町営グラウンドです。小学生の頃、サッカーを習っ
ていて思い出のある場所だからです。

５万人くらいが入れるようなドームを建ててほしい
です。

町内などで見かけた際には、声をかけてもらえると
嬉しいです。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ町営グラウンドがお気に入りの場所

片野　舜人さん

Ｓ
ｙ
ｕ
ｎ
ｔ
ｏ
　
Ｋ
ａ
ｔ
ａ
ｎ
ｏ

かたのしゅんと● 19 歳・宝坂在住

メッセージ

from結婚支援室（66）

message

No.69●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町内でお気に入りの場所はどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

●町への要望はありますか？

『
婚
活
と
結
婚
相
談
』

　

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
者
及
び
そ
の

親
御
さ
ん
を
対
象
に
結
婚
相
談
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

結
婚
の
相
手
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
が
カ

ッ
プ
ル
に
な
れ
な
い
、
お
見
合
い
後
お

付
き
合
い
に
発
展
し
た
が
自
信
が
持
て

な
い
な
ど
相
談
内
容
は
様
々
で
す
。

　

ま
た
、
親
御
さ
ん
か
ら
は
、
老
い
て

い
く
自
分
と
お
子
さ
ん
の
将
来
を
心
配

し
た
相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談
は
、
婚

活
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
中
瀬
明
美
さ
ん

を
中
心
に
町
の
出
会
い
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

出
会
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
応
対
い
た
し

ま
す
。

　

相
談
者
に
対
し
て
中
瀬
さ
ん
は
、
一

人
一
人
と
向
き
合
い
内
容
を
聴
き
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
お
り
、
相
談
者
と
の
言

葉
の
や
り
取
り
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く

る
ア
ド
バ
イ
ス
に
は
定
評
が
あ
り
ま

す
。
中
瀬
さ
ん
の
言
葉
に
納
得
し
て
今

ま
で
の
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
今
後

の
婚
活
に
意
欲
が
持
て
た
方
、
も
っ
と

お
話
が
聞
き
た
い
と
来
ら
れ
、
自
信
を

持
っ
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
方
も
い

ま
す
。

　

自
分
が
婚
活
中
で
あ
る
と
話
す
こ
と

は
、
自
分
で
自
分
を
励
ま
す
こ
と
に
な

り
、
良
い
出
会
い
へ
繋
が
る
大
き
な
一

歩
に
も
な
り
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
町

又
は
県
へ
の
登
録
に
関
し
て
の
案
内
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
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今
年
度
か
ら
棚
倉
警
察
署
矢
祭
駐

在
所
に
勤
務
し
て
い
る
稲
川
隆
幸
さ

ん
。
今
回
初
の
駐
在
所
勤
務
だ
そ
う

で
す
。

　

前
任
地
で
あ
る
県
警
察
本
部
刑
事

部
組
織
犯
罪
対
策
課
で
は
、
４
年
間

に
わ
た
り
薬
物
や
暴
力
団
事
件
な
ど

の
捜
査
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。「
平

和
な
町
な
の
で
、
自
分
が
培
っ
て
き

た
経
験
を
活
か
す
場
面
は
少
な
い
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
場
面
が

な
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
が
、
事

件
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
は
力
を
発

揮
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と

頼
も
し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

駐
在
所
で
の
業
務
は
、
巡
回
に
よ

る
事
故
・
事
件
発
生
場
所
の
確
認
や

電
話
等
に
よ
る
様
々
な
相
談
、
町
外

か
ら
来
る
方
へ
の
観
光
案
内
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積

極
的
に
取
り
、
地
域
内
の
安
全
・
安

心
の
た
め
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
も

大
事
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

稲
川
さ
ん
は
、「
着
任
し
て
か
ら

感
じ
た
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
町
を

自
分
た
ち
で
守
る
意
識
が
と
て
も
強

い
町
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
う
し

て
も
一
人
で
は
目
が
届
か
な
い
と
こ

ろ
が
出
て
き
て
し
ま
う
の
で
、
地
域

の
方
の
助
け
に
は
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。」
と
話
し
ま
す
。

　

続
け
て
、「
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
交
通

事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

10
日
か
ら
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防

止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
も
実
施
さ
れ

る
の
で
、
み
な
さ
ん
交
通
事
故
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、

駐
在
所
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、

た
ま
に
は
、
お
茶
を
飲
み
に
来
て
世

間
話
な
ど
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い

で
す
。」
と
地
域
と
の
交
流
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
地
域
内
の
安
全
・
安

心
を
守
り
ま
す
。

交通事故防止を願い矢祭駐在所前の国道１１８号沿
いに立つ稲川さん。

自
分
た
ち
の
町
を
守
る
意
識
が
強
い

地
域
の
方
の
助
け
に
感
謝
し
て
い
ま
す

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.69 －

稲
川　

隆
幸
さ
ん

PROFILE
【いながわたかゆき】関岡在住。趣味は、
アウトドア（キャンプ・釣りなど）。子ど
もと遊ぶことが日課。好きな言葉は「不動
心」（動じない心）

PROFILE
【タキシードやまっぴー】
平成31年 4月号より登場。
頑張っていることは『縁結び』

「結婚相談会」

日時　毎月第４金曜日　
　　　午後６時～午後９時
場所　リフレッシュふるさとランド
対象　結婚を希望する独身者及び親御さま
　　　＊お気軽にご相談ください。

お問い合わせは、結婚支援室☎ 46-
4884 まで

結婚相談室からのお知らせ
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TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　１１月８日（金）、やまつりこども園幼年消防ク
ラブによる防火パレードが実施されました。園児た
ちは、こども園沿いの町道から国道１１８号商工会
前、役場前、東舘駅前を通るルートで行進し、「私
たちのまちから火災を出さないようにしましょう、
マッチ一本火事のもと」と呼びかけました。

　１０月２６日（土）、矢祭小学校体育館において、
矢祭小学校学習発表会が開催されました。１年生に
よる開会の言葉でスタートし、各学年による歌や合
奏、劇に加え、特設合唱部による合唱など全児童が
これまでに学習してきた成果を来場した保護者や来
賓の方に精一杯披露しました。

　１１月６日（水）、食育の一環として、給食を家
庭での食事の見本とすることを目的に給食試食会が
開催され、２１名の保護者が参加しました。また、
役場にインターンシップで訪れていた修明高等学校
２年生の鈴木くんも取材体験の傍ら、懐かしい給食
の味を堪能しました。

学習の成果を堂々と発表
▶矢祭小学校学習発表会

火災予防を呼びかける
▶やまつりこども園幼年消防クラブ防火パレード

おいしい給食をいただきました
▶矢祭小学校給食試食会

　１１月２２日（金）、１１月４日に開催された第
１７回全日本学生チアダンス選手権大会東北予選大
会において優勝を果たし、全国大会への出場権を獲
得した光南高校３年の鈴木蘭さんと沼端里沙さんに
若鮎チャレンジサポート事業激励金が交付されまし
た。

全国大会での活躍に期待
▶若鮎チャレンジサポート事業激励金交付式

長年に渡る地域スポーツ普及振興により
▶全国スポーツ推進委員連合表彰受賞報告

　１１月２２日（金）、第６０回全国スポーツ推進
委員研究協議会・三重県大会にて全国スポーツ推進
委員連合表彰を受賞した本多春子さんが来庁し、佐
川町長へ受賞報告をしました。本多さんは、昭和
６１年に町体育指導委員に就任以来、３４年に渡り
生涯スポーツ振興等へ尽力されています。

更生保護大会で３名が受賞
▶全国・県更生保護大会での受賞報告

　１１月１１日（月）、更生保護制度施行７０周年
記念の全国大会において、保護司２０年の功績によ
り法務大臣表彰を受賞した野村一峰さんと福島県大
会において更生保護女性会員１５年の尽力により、
保護観察所長感謝状を受賞した谷田部ヒデさん、寺
島久子さんが受賞報告に来庁されました。

　１１月１６日（土）、一般財団法人ニワトコ主催
の「こんにゃく」のこと、もっと知ろう！が山野井
地内のこんにゃく畑等で開催されました。子どもか
ら大人まで１５名の参加者は、こんにゃく芋掘りや
こんにゃく工場見学、こんにゃく料理作りに挑戦し、
地域のおいしい食文化を学びました。

こんにゃく芋掘りや加工料理を体験
▶「こんにゃく」のこと、もっと知ろう！
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町県民税▶４期
国民健康保険税▶７期
介護保険料▶７期
後期高齢者医療保険料▶５期
納期限（口座振替日）▶１月６日（月）

●今月の納税

　

年
金
事
務
所
の
窓
口
で
は
、

待
ち
時
間
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
ご

相
談
お
手
続
き
い
た
だ
け
る
よ

う
ご
予
約
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
ご
自
身
の
年
金
請
求
手

続
き
や
年
金
額
に
関
し
て
の
相

談
、
ご
家
族
が
亡
く
な
ら
れ
た

際
の
手
続
き
等
、
す
べ
て
の
相

談
に
つ
い
て
ご
来
所
の
際
は
、

必
ず
ご
予
約
の
う
え
ご
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
年
金

事
務
所
へ
ご
来
所
い
た
だ
く

前
々
日
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。（
ご
連
絡
の
際
は
、

「
基
礎
年
金
番
号
」
の
分
か
る

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
準

備
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構

　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
８

　

９
０
（
受
付
時
間
：
月
〜
金

　
（
平
日
）
午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分
）

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手
軽
に
年
金
加

入
記
録
等
を
確
認
で
き
る
「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
提
供
し
て

お
り
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
は
、
24
時
間
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身
の
年
金

情
報
の
確
認
や
通
知
書
の
再
交

付
申
請
、
将
来
受
け
取
る
年
金

の
見
込
額
を
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

に
応
じ
て
試
算
す
る
な
ど
、
非

常
に
便
利
な
機
能
を
備
え
て
お

り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、
年

金
手
帳
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
基
礎
年
金
番
号
」
を
ご
準

備
の
う
え
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
検
索
し
、
新

規
登
録
画
面
か
ら
ご
利
用
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

再
交
付
申
請
可
能
通
知
書　

社

　

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

　

料
控
除
証
明
書
）
／
年
金
額

　

改
定
通
知
書
／
公
的
年
金
等

　

の
源
泉
徴
収
票
／
年
金
振
込

　

通
知
書

問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
定
期

　

便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専

　

用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐

　

０
５
８
‐
５
５
５

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時

令
和
元
年
12
月
10
日（
火
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

矢
吹
町
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

矢
吹
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
４
２
‐
３
７
６

　

２

　

福
島
県
最
低
賃
金
が
令
和
元

年
10
月
１
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
詳
細
や
ご
不
明
点
な
ど

に
つ
い
て
は
、
福
島
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
又
は
、
各
労

働
基
準
監
督
署
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

改
正
後
の
最
低
賃
金　

時
間
額

　

７
９
８
円

問
い
合
わ
せ　

福
島
労
働
局
労

　

働
基
準
部
賃
金
室
☎
０
２
４

　

‐
５
３
６
‐
４
６
０
４

　

自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・

空
自
衛
官
）
を
募
集
し
ま
す
。

（
自
衛
官
候
補
生
と
は
、
入
隊

後
約
３
か
月
間
、
自
衛
官
候
補

生
と
し
て
必
要
な
基
礎
を
学

び
、
教
育
終
了
後
正
式
に
自
衛

官
に
任
用
さ
れ
る
制
度
で
す
。）

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未

　

満
の
者

受
付
締
切　

令
和
２
年
２
月
10

　

日
（
金
）

試
験
期
日　

令
和
２
年
２
月
15

　

日
（
土
）

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
郡
山

　

駐
屯
地

入
隊
時
期　

受
付
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

　

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

　

所
☎
０
２
４
８
‐
２
４
‐
０

　

３
７
２

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
12
月
10
日
（
世
界
人
権
宣

言
採
択
日
）
の
「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
こ
の

日
を
中
心
と
し
て
、
積
極
的
な

啓
発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
福
島
地
方
法
務
局
及
び
福

島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

を
「
第
71
回
人
権
週
間
」
と
し
、

当
該
週
間
を
中
心
に
積
極
的
な

啓
発
活
動
及
び
相
談
活
動
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
人
権
週
間
に

限
ら
ず
、
電
話
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
悩
み
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
左
記
の
ダ
イ
ヤ
ル

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
、
人
権

擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

便
利
で
ス
ム
ー
ズ
な

予
約
年
金
相
談
の
利
用
を

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分
（
年
末
年
始

　

を
除
く
平
日
）

問
い
合
わ
せ　

み
ん
な
の
人
権

　

１
１
０
番
☎
０
５
７
０
‐
０

　

０
３
‐
１
１
０
／
子
ど
も
の

　

人
権
１
１
０
番
☎
０
１
２
０

　

‐
０
０
７
‐
１
１
０
／
女
性

　

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０

　

５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職

な
ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ

い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
相
談
は
、
平
日
の

面
談
や
電
話
で
の
相
談
の
ほ

か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー

ル
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　

正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
５

　

時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
労
働
委

　

員
会
事
務
局
☎
０
２
４
‐
５

　

２
１
‐
７
５
９
４

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日

１
月
16
日
（
木
）

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所　

須
賀
川
市
民
交
流
セ
ン

　

タ
ー
「T

ette

（
て
っ
て
）」

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

相　
　

談

　今年も早いもので師走を迎えました。令
和の新時代に突入したのがつい昨日のこと
のように感じられます。本年も広報やまつ
りをご愛読いただきましてありがとうござ
いました。とても忙しい日程の中、各種取
材へご協力いただきました皆さまにこの場
を借りて御礼申し上げます。来年は、東京
オリンピックの年ということで、国内が
大いに盛り上がることと思います。広報
やまつりもスポーツ関連の特集記事等を
考えておりますので、ぜひご覧ください。
２０２０年も広報やまつりをどうぞよろし
くお願いいたします。　　　　　　　　（海）

人　口 ５,７２０人（－   11）
男 ２,８０３人（－   ２）
女 ２,９１７人（－   ９）
世　帯 ２,０９２世帯（＋   ５）

人の動き
11月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
藤田　エイ 90 広幸 10 / 28 関　岡
本田　ミチ 89 昇 10 / 30 下関河内
後藤　一郎 85 健一 11 / 4 小田川
滑川　和久 82 芳則 11 / 14 上関河内
石井　ミイ 96 洋子 11 / 17 金　沢
藤田　吉子 63 宗夫 11 / 20 下関河内
海野ウタ子 83 文雄 11 / 23 東　舘
鈴木　勝保 91 保 11 / 25 宝　坂
齊藤　シン 87 信夫 11 / 26 関　岡

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

令和元年度全国統一防火標語
「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

年末年始の火災予防　～住宅火災に多い火災原因～
①コンロ火災 ～コンロに火をつけたままその場を離れて～
②タバコ火災 ～タバコの火種が消えたか確認しなかった～
③ストーブ火災 ～ストーブの前に衣類を置いて～
④電気器具類の火災 ～束ねた電気コードやタコ足配線～
⑤仏壇等のロウソク火災 ～ 誰もいない部屋でロウソクをつけたままにして～
⑥放火による火災 ～夜中に出したゴミに放火されて～
　もう一度火災発生について確認し、明るいお正月を迎えま
しょう。

●町内火災・救急件数
（平成31年1月1日～11月14日）

火災件数　 ４件
救急出動　 208件

消防分署からのお願い

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

簡
単
便
利
な

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

労
働
困
り
ご
と

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

募　
　

集

福
島
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

12
月
４
日
〜
10
日
ま
で

「
第
71
回
人
権
週
間
」

自
衛
官
候
補
生
を

募
集
し
ま
す

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
檜山　綾

り く

玖 10/19 恭介 ・ 彩香 東　舘

弓田　梓
し お ん

煌 10/30 健斗 ・ 彩花 戸　塚

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）



月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター12
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人
が
輝
き
  ま
ち
が
輝
き
  明
日
に
輝
く
  や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん４００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり４００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和2年 1月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん４００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和2年 1月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん４００円   温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和 2年 1月 31日まで

令
和
元
年
12月

6日
発
行

（
毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.705

日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12 13 14

● 3か月児健康診査
　    塙（13：15～13：30）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

●やまつりえほんフェスタ
　  ユ（13：30～）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

15 16 17 18 19 20 21
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

22 23 24 25 26 27 28
●矢祭読書の日 ●運動教室

　保セ（10：00～11：00）
●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

29 30 31 1/1 2 3 4
●矢祭町消防団出初め式

○塙厚生病院☎43-1145 ○木村医院☎46-3528 ○あらまちクリニック☎33-8018 ○つちやクリニック☎43-2250 ○東舘診療所☎46-2312 ○和田医院☎33-2012

5 6 7 8 9 10 11
●心の健康相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

● 6か月児健康相談
　    保セ（9：30～9：40）
●リトミック
　    保セ（10：30～11：00）
● 11か月児健康相談・歯科クリニック
　    保セ（13：00～13：10）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

　東舘在住の鈴木さんご家族。ご両親は仁翔くんに「健康で、元気に
笑っている子に育ってほしい。」と願っています。家では、素直に笑っ
て言うことを聞いてくれるときもあれば、あまのじゃくになってしま
う場面もあるという仁翔くん。そんな仁翔くんにまつわるエピソード
を伺うと「最近、ひらがなを覚え始めたのですが、その度に『お勉強、
お勉強』と言うので笑ってしまっています。また、テレビでおばあちゃ
んが泣いているのを見て『泣かないで』と言っている姿にもクスッと
してしまいます。」と桂子さんは微笑みます。変顔が得意だけど、人前
でするのはちょっぴり恥ずかしい仁翔くん。そんな一人息子の成長を
楽しみにしながら、健さん、桂子さんはこれからも明るく楽しい家庭
を築きます。
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